
（別紙４）

～ R7年　12月　26日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ R7年　12月　26日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ R7年　12月　26日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

経験があるスタッフの確保を行っていく。

2

可能であれば、勉強会を開いて、相互理解できるように

行っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

今後は、訪問支援員の増員を考えている。

2

来年度は、研修や親子参加できるイベントの開催が

できればと考えている

3

専門職のスタッフが在籍している。 配置する際に専門職スタッフを厳選して行っている。

訪問した先の保育園や小学校との先生と訪問後に支援方法に

ついて、高密度の意見交換を実施している。

訪問後にその場で支援についての話し合いや実際の手立て

などを行っている。

また、その場で協議できなかった内容は、後日の会議で

話し合って解決できるように行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援員のスタッフ数が少ない。 療育分野の保育士やセラピストが不足している。

家族に対しての研修や参加できるイベントを行う機会ができ

ていない。

面談の際には、家族支援と言うことを実施しているが、

研修や親子会などのイベントを実施できていない。

R7年　12月　9日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 R7年　12月　9日

○事業所名 ありすの家こどもデイサービス

○保護者評価実施期間 R7年　12月　9日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


